
平成３０年 ７月２日 

保護者の皆様へ                                           NO,６ 

キャリア教育（進路）便り 

 今回は、キャリア教育（進路）についてのお願いやお知らせ等をまとめてみました。 

 

１ 「子供たちの夢や希望と将来の進路について」 

   お子さんが望む将来の夢に近づく、お子さんが行きたい、学習したいと思う進路先を決定してあげたい、という

のが、保護者の皆様や私たち教職員の一番の願いであると思います。 

子供たちには、出来るだけ早く、「自分の興味のあること、好きなこと、得意なこと」に気づき、自分

の将来を考えて、夢や希望を持ち、目標を立て努力して欲しいと思います。 

また、お父さん、お母さんの人生経験を活かした「アドバイスや経験・体験談、失敗談」等について、

具体的に話してあげたり、助言してあげたりしてみてください。 

これからの長い人生を歩むのはお子さん自身ですから、最終的には、お子さんに進路を決定させること

が大切です。「自分の進路を自ら決定する」→「自分の生活に責任を持てるようになる」→「粘り強く努

力しようとする意志や積極的な態度が育つ」ことによって、「将来の希望に合った学校や学科」・「自分の

個性を伸ばせる学校や学科」・「真に充実した生活が送れる学校や学科」の進路選択に繋がります。 

 子供たちの輝く未来、子供たちの幸せのために、ご家庭と本校職員が、より一層連携を強化していきた

いと考えています。よろしくお願い致します。 

 

２ 9年間のキャリア（進路）教育 

（１）初等部のねらい  

「よりよい人間関係を築き、自分らしさに気づき、夢や希望に向かって、意欲的に学び続ける児童を育成する。」 

 ※「職場訪問や職業体験」活動を実施することも考えていきたいと思います。 

 

（２）中等学部のねらい 

  中等学部では、３年間を通して、 

「目標を立てる・働く事について・自分を見つめ特色・適性を知る・将来の生き方を考える・自分を伸ばす・

職業について・卒業後の進路について・進路計画を立てる・希望進路を目指す・進路を選択する・進路決定」

等、計画的・継続的・実践的に学んでいきます。 

中等学部では、今後「職場訪問や職業体験、高等学校説明会」等への参加が予定されています。 

保護者の皆様には、ご協力をいただくことが多くなるかと思いますが、よろしくお願いします。 

 

（３）「自己理解（よさ）チェック」してみてください。 

    □あいさつができる    □誰とでも仲良くできる   □ケンカをしない □進んで活動できる  

    □困っている人を助ける  □最後まで諦めずに活動できる □積極的に発表できる 

    □小さい子の面倒見がよい □落ち着いて生活できる    □約束やルールを必ず守る 

    □新しいことに挑戦できる □失敗してもくよくよしない  □人の話を最後まで聞ける 

    □丁寧に作業や活動ができる □協力して作業や活動ができる □粘り強くがんばれる 

    □体力に自信がある     □今やってみたいことがある  □新聞やニュースをよく見る 

 

（４）本校のめざす子供像 ⇔ 初等部・中等学部の段階に沿った【具体的な行動目標】も決めています。 

   ①「自ら進んで学ぶ子供」  ②「心豊かな子供」  ③「たくましい子供」 

 

                                           （文責：細谷） 


